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特別損失の計上及び通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は2024年 2月期（2023年 3月 1日～2024年 2月 29日）において下記のとおり特別損失を計上いたしました。 

また、2023 年 10 月 14 日に公表いたしました 2024 年 2月期通業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上について 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として教室を基本単位とし、

また遊休資産等については物件単位毎にグルーピングしております。 

 このたび、将来キャッシュ・フローの見積りにおいて、一部の教室において地価の下落及び生徒数が前年を下回ったことによ

り営業活動による損益が継続してマイナスとなる見積りとなったことから、土地及び建物等について 52 百万円の減損損失を特

別損失として計上いたしました。 

 

２．通期業績予想値と実績値の差異について 

（1）2024年 2月期 通期業績予想値と実績値との差異（2023年 3月1日～2024年 2月29日）                        

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

3,556 

百万円 

133 

百万円 

151 

百万円 

101 

円銭 

171.07 

実績値（B） 3,530 144 160 36 60.98 

増減額（B-A） △25 11 9 △65  

増減率（％） △0.7 8.4 5.9 △64.4  

(ご参考)前期実績 

(2023年 2月期) 
3,511 281 300 217 368.92 

 

（2）差異の主な理由 

 売上高、営業利益及び経常利益におきましては、概ね予想内の結果となりました。 

 しかしながら、上記「１．特別損失の計上について」に記載のとおり52百万円の特別損失を計上したこと等により、当

期純利益について業績予想を下回る結果となりました。 

 主な要因といたしましては、鹿児島県内の２教室において、不動産価値の減額相当分を補うに十分な将来営業キャッシ

ュ・フローの源泉となる利益水準に達しなかったこと、および沖縄県内の教室統廃合と一部賃借物件の解約に伴い、減損

損失を計上いたしました。 

以 上 


